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KenjiNAKAGAWA，KazuoIloRIBE，Sei－ichiOsH汀A and Gyounen FuJIYAMA  

燦ハウスの申で地干ししながら捜沖機で捜押して乾燥す  

る方式が発行して昭和55年以来一部で爽施されてきてい  

る。それで，この乾燥方式において敷物の埴機博さ，撹  

絆頻度，送風の有無などの作業条件と．穀物の乾燥速腰  

や乾燥仕上り盤，品質などの相互間係を明らかにし，そ  

の上でこれが乾燥施設の効率的な利肘方法を考えたり，  

また作紫上の問題点を見出してその解決軍を考えること  

も必要である。筆者らは昭和59年から61年にかけて本乾  

燥方式に関する乾燥実験を実施したが，その結果作業条  

件と作業性能の関係および本乾燥法での乾燥可能螢など  

がほぼ把握できたと思うので，ここにその概要を報告し  

てご批判を仰ぐ次第である。  

‡Ⅰ．実験施設の概要   

実験用施設としてほ，すでに民間で使われている地干  

し擦絆方式の乾燥施設とほぼ同じ構造のものを用いるこ  

ととし，写羨4－1に示すような建物を昭和59年皮に本  
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Summary  

琴窺月山1 カマボコ型乾燥ハウスの外観  

Photo 4山1Anexもeriorviewoftheexperimenもal  
drylnghouseofthesemi－Circulartype   

I．緒  閂  

民間における太陽熱利用による敷物の人工乾燥は，乾  
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図4山一1カマポ㌢型乾燥ハウスの断簡爛  

ユ羊ig．4岬1Across－SeCtionaiviewor汗把eXPerimenは1dryinghouseorもhesemトcircula王†もype  

〔実験1〕   

ハウスのコンクリート面上に臓1nl，長さ17mで1m  

如こ区切りをつけたもみ投入区画を3列周慈した。各小  

区画へのもみ埴緻厚さほそれぞれ】，2．5．5，】OcInの  

射殴階とし，叫一部に網袋入り（20ゼと40ゼ入）を加えて  

写桑4－2のように配音賢した。各列ごとに攫絆時間閲欄  

を設定したが，A列は1矧乱 B列は2時間，C列は4  

時間（半El＝頭）閲憫とし，鎗絆はハンドレーヰを用い  

て毎回入念に行なった。ここで網袋入りを加えた理由は  

投入搬出の労力を節約するためコンバインでの収穫時蘭  

学附属農場のトラクタ総合試験室敷地内に建てた。この  

建物の平面櫓ほ108ポ（ご5．dmX20m）でカマポコ塑を  

なし，鉄パイプ製骨組の嚢蘭は強化ガラス繊維板（商品  

名ファイロン板）張りとした。このハウスの良筆方向下  

側両サイドにほ幡50clれの巻上げ可能なビニール製カーテ  

ンを取りつけ，換気が必要なと垂は自在に開閉できる仕  

組みとした。また，床面はl那‡〕太陽熱の蓄熱が可能なよ  

うに砕石を敷きつめ，かつその下には地下水分の上界を  

遮断するため厚手のビニールシートを敷重来蘭をコンク  

リート張りとした。（図4－1）動こ．長芋方向両サイ  

ドに高さ16．5cmのコンクリート製レールをつくり，その  

上に捜揮機名取りつけることにした。なお．天井部には  

羽根径∂Ocm（dOOW電動機駆動）の送風機2甚を取りつ  

け，日中ハウス内上方の高温低湿の空気を床蘭上の乾燥  

物に送風で恕るようにした。  

軋 実験と実験結果  

【予備実験の部】  

A．生もみの地干し浬絆乾燥】）   

飼初に生もみの堆積博さ，捜坪頻度，送風の有無など  

の作業条件の相異が，乾燥速度やもみの品質に及ぼす影  

響を調べるため，昭和59年秋に次のような実験を行なっ  

た。  

写貪4仙2 ハウス内実験区の配列図  

Photo 4岬2 Layouもdrawiug orexperin‘lenは1  
secもionson the rloorordryinghouse   
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袋に入れたもみをそのま計天日乾傾する方法が…部で行  

なわれているので，それとこの地干し授絆方式との間で  

乾燥速度を比較するためであった。そしてこの網袋入り  

も各列の時間間隔に合せて袋入りのまま反臆し換絆した。   

乾燥作業中は抽入‖の靡は閉じたが，サイドカ〟テン  

は原則としてハウス内温度が40℃以上のときおよぴハウ  

ス内空気の相対湿度がハウス外より大壷い値を示したと  

さは半開善にし∴夜間や雨天の日は全閉とするようにした。  

図4－2は第1回目の実験（9／6日～9／】4日）にお  

ける天勇気 ハウス内外温度，日射駿，もみ含水率減少な  

どの経時魔化を示したものである。また．図4－3は第  

2回目の実験（9／12日～9／14日）も含めて堆概博さ別  

の乾燥所要日数を棒グラフであらわしている。1・2回  

目とも途中に簡潔の冒があったなかでの乾燥となったが，  

特に1恒旧は天候不服時の乾燥結果となった。  

〔実験2〕   

実験1の作黄泉件に加えて送風の影響についても調べ  

られるよう風の強くあたる所（風速3～4m／sec）と，  

あたらない所（風速1m／sec）に1ブロックづつ実験  

‡gをもうけ，9／26日から】0／2馴こかけて乾燥実験を実  

施した。図4－4はそのとき樽られた測定結果を示して  

いるが．このと蕃は好天に怨まれたので晒天時の乾燥結  

果となった。また，図4－5は各種の作業条件と乾燥所  

繋日数の関係をあらわしている。  

9ノ8た    §誓  10誓   11≡   12ヨ   ーヨ日   1ぺ田   

園4酬2 もみの地干し捜絆乾燥におけるもみ含水率，  

ハウス内外空架温度の矧時変化（天候不服噂）  
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もurecontenもarlく】も】1einsまdeand outside  

airtemperaもuresdurir噌thegrairldry－  
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閣4m4 もみ乾燥中における含水率，ハウス内外の空  

気温度，櫓罫日射蟄の経時変化（9／26日～10  

／20日）  

Fig．4血4 Hourlychangesof moisもurecontent  
Or rOし喝h rice，まnside and ouもSide air  

temperatures and cumulaもive solar  
radiatまon duringthe grain drying－on  
血erioorofdrying house   

図4】3 もみの地干し撒杵乾燥における堆埼厚さ，乾  

燥方式と乾燥所費目数  

Fig．4一－3 Relationshjps amo咽もhe thickness  
Or grain piled over the rloor－drying  
nlethod and the number of daysnン  
quired ror drying when the g・rainis  
dried by being piled on the rloor or  
dryinghouse  
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図4－6，7はそのときの測定結果を示しているが＝回  

剛ま天候不順時，2桓旧は好天時の乾燥となった。  
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園4州5 もみ地干し撥搾乾燥時における堆矧撃さ，拇  

絆頻凰送風の有無と乾燥所要目数の関係  

Fig．4仙5 Relationshまps among theもhickness  
or piled grain，therrequency or sもi汀－  
ing，the air blast and抽e number or  
days required ror dryi帽When rough  
riceis dried by being pjled on the  
圭■loor  

〔実験3】   

おもに乾燥ハウス単位蘭緻当りの仕上げ乾燥可能厳  

（短／ポ日）を調べるために写姦4－3のようにハウス  

内コンクリートのほぼ全面にもみを堆積して乾燥作楽を  

実施した。1回目の実験（9／17日～9／23Eりでは堆機  

厚さは2cmと4c恥 攫搾頻度は1時間，2時間，半日，  

1日1回の4通りとした。2‡頭目の実験（9／21日～9／  

24日）では堆横厚さは2cmと4cmで同じだが送風区と無  

風区に分け，撹絆はすぺて1日2回（10時と摘時）とし  

た。  

9／18E； 19日   20日   27日   22∈】  23日   

‡頚4一〃－6 ハウス内金藤池干し換搾乾燥時の含水率減少  

盛の経時変化（天候不順時）  

m鹿．4山6 HourlychangesofthQamOunもoi、re－  
ducもion or moisもure contenもOi■rough  

rice piled on the wholeデloor or dry－  
i咽house and stirred（inabad we己卜  
ther）  
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図4肌7 ハウス内金蘭地平し擬揮乾燥時の含水率の経  

略変化（晒天時）  

mg．4－－h7 と王ourlychangesorもhe汀】Ojsもurecon－  
tenもOr rOuか＝・ice piled on抽e whole  
rloorordryingllOuSe and stirred（in  
a壬’ineweatller）  

〔実験結果の考察〕   

以上の実験結果からおもに人為的に変えられる堆積厚  

さ，授杵頻度．送風の有無といった作業条件ともみの乾  

燥速度，品凰 乾燥仕」二り盛などとの相互関係を取り上   

写戴4刷3 ハウス内フロア全面地学し乾燥  

Phoも0 4血－3 Graindryinguslngthewholerloor  
areaorthedryinghouse  
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げて調べてみる。  

1．もみ堆機厚さと乾燥速度の関係   

図4鵬8は59年皮のもみ地干し乾燥実験における堆積  

厚さH（c汀l）と1日当りの除去含水率況w（％wb／目）  

の関係をあらわしたものであり，上側の曲線は哨天吼  

下側の曲線は天候不脚巻の実験結果を示している。晒天  

時における両者の関係を数式で示すと  

Rwニニ11．90H／0・71  

となり，堆撥厚さが増すと乾燥速度は双曲感状に減少す  

るが，その度合いは晒天日において顕著であることを示  

している。今回の実験でも晴天時，埴機厚さ2c】罰以下で  

は急速乾燥による胴削れ発生が多くみられたので，これ  

以下の堆緻厚さは避けなければならない。  

冒と9／2柑～9／241ヨの実験値を堆樅厚さと乾燥所要  

目数の関係図上にプロットすると園4一用のようになる。  

これを見ると堆積厚さが大で乾燥目数の多いと軋∴送風  

の効果がはっきりとよみとれる。例えば，10mの堆積移  

さで比絞すると鰯風区は6釧閤を要したのに送風区は  

4．5日で乾燥しており，乾燥日数を1／4短縮しているが，  

堆積厚さは2．5cⅢ以下では，送風【gと無風区の閤に乾燥  

速度の登はほとんどみられない。  

4．擦揮頻度が乾燥速度や品質に及ぼす影響   

本実験では佃党絆区はもうけなかったので擦揮の有細  

と乾燥速度，品質の関係は不明であるが，これは実験す  

るまでもなく特に堆積膵さが大でしかも初期含水率が高  

い時に全然没絆しなかったら下層部は乾燥しないばかり  

か，むしろ品質を低下するであろうことが予想で審たか  

らである。しかし，ここで試みた撹絆頻度の範囲ではそ  

のちがいによる乾燥遂魔の選ばいずれの場合においても  

みられなかった。  

5．堆積厚さと乾燥仕上り盛の関係   

図4－…ま堆積厚さを2c恥 4clれとして全面地干しし  

たと轟，および部分地干ししたときの測定値を全面地干  

しに換算したときのハウス単位面積1日当りの乾燥仕上  

り愈をあらわしている。堆積膵さがうすいと速く乾燥す  

るけれどもその飽は少ない。逆に厚くすると乾燥所要目  

数は多くなるが乾燥穀物幾も多くなり，しかも所要目数  

は堆積厚さと同じ割合で増加しないので結局は厚く干し  

たほうがもみの場合はハウス単位面積当りの乾燥仕上り  

厳は多くなるという結果になっている。   

ここで人為的には変えられない天候や作物条件（ここ  

では初期含水率など）と乾燥所要日数の関係を本案厳に  

ついてみると次のようであるひ   

6．乾燥所要日数への天候の影響   

太陽熱乾燥では穀物水分を蒸発させる熱源は日射エネ  

ルギーであるので，これが澱も大きな影響を与えること  

ばこれの無い夜間と日中の乾燥速度首比べてみるだけで  

も直ちに判ることであって，これが決定的な影響を与え  

ていることば貰うまでもない。しかし，日中は天候不順  

時といえども日射駿はゼロでばないので，湿度100％の  

雨天ではない限り多かれ少なかれ乾燥はすすむ。厳天時  

でも晴天時の50％近い乾燥速度が得られることも実測さ  

れているので2〉，その影響が過小評価されがちであるが，  

やはり山番大壷な影響力をもつ要因であることに変わり  

はない。   

2  4   6   8  10iCm〉  
堆厳上質さ ＝  

図4仰8 堆櫓厚さと1日当たり含水率減少盛の関係  

（昭和59年皮もみ）  

Fig．4…8】詫elaもionsllip beもWeen tbe thicl川eSS  
Of piled grain and the amounもOr re－  
ducもion of moisture contenもOr grain  
Perday  

2．堆積厚さと乾燥所要目数の関係   

図4－9は堆積厚さと乾燥所黎日数の関係をあらわし  

ている。全面地干しと部分地干し，天候，送風の有無な  

どによって発はあるものゝ，堆稔厚さの増加につれて乾  

燥所要目数ほ増加している。しかし，その増加割合は厚  

くなるにつれて漸減する傾向がみられる。  

3．送風の有無と乾燥速度の関係   

送風区と鰯風区をもうけて乾燥した9／26日～10／2  
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ofpiまedg・rainarldもheamountorgrain  
dried  
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もみ雅量等厚さ（甜）  

9  1D  1  2  

図4血】0 送風の有鰯と乾燥目数の関係  

Fまg．4洲10 Relaもionshまp between the presence  
of air blast and the number or days  
requiredfordrylnggrain  

図4－12は天候不脚奪の場合，乾燥所要目数の内容を  

晴天冒と雨天冒に分けて襲わしたものであるが，これを  

みると雨天‡ヨが約1／3もあったが，乾燥所要日数は図  

4…9に示した時夫続きに比べて同じ作発条件の場合堆  

機拶さ10cmでも1日多いだけとなっている。これは雨天  

目でも終紆降雨がない限り乾燥が進むためと考えられる。   

7．初期含水率と乾燥所要日数の関係   

今回の実験に用いたもみの初期含水率には19％wbか  

ら30％wbと大きな発があったので，これをパラメータ  

として乾燥所要日数をあらわすと図4…13のようになり，  

当然のことながら初期含水率の低いときほど少目数で乾  

燥が終了している¢   

したがって．収樺適期になったら晒天統垂で初期含水  

率の低いとき収穫するのが乾燥の免租を軽くする上にも  

有利であることがわかる。   
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階，没絆頻度は2時間，4時間（半日1桓‡）間隔，iE  

l回の3通りとし，送風区と無風区を設定した。実験は  

6／6日～6／10日と6／10首～6／17日の2匝侠施し  

たが，1矧馴ま比較的天候のよい場合の結果を，2回目  

は天候不順時の結果を得ることになった。   

図4－14ほそのと轟得られた含水率減少曲線を示して  

いる。また，図4－15は咽天時の各種作業条件と乾燥所  

要日数の関係私 闘4－16は天候不順時の各種作業条件  

と乾燥所要目数傍棒グラフで示している。  

＄／66  78  8B  9e妄1。8き  
朋竿ミ3％w止）  

l騨 送l員僅㌧  

†▼    司  
援c基：i  

同 無＝∧l車・ 

室  

1●  

C†一  ←  

閣4－12 天候不順時の乾燥所掌目数の詳細  

Fig・4－12 工〕eはilsofもhenumberofdaysrequir－  
edぎordryinggraまninabadweaもher  

A2糊封1剛鋸巨 B準Hl剛雛巨 Cl日1注射党挿   

図4瞞15 晴天時の地干し乾燥条件と乾燥所要日数の関  

係（昭和60年度小変）  

Fig・4岬15 Relaもionshipbeもweenthedryingcon－  
ditまons and the number of days re－  
quired ror drying・piled on the floor  
inafineweaもher（wheaも．1985）  

彙  

送 風 区    栖  鳳  区 8′，。8妻－－8  128    13g  148  「う8  16B  －78l  噌主よ           b）      H   m        蔓      叫   H  叩  5．          滞走去            うl        トJl 8い払．久   榊   m              い 事   象   川   m      与一          】         蕃 圭 （初期含水率潔独  初期含水率 （％wb）  

図4仙h13 もみ初期含水率と乾燥所要日数の関係  

Fig・4血i3 Relationship betweelltheinitial  
moistureconもenもOfroughriceandtIle  
numberordaysrequiredrordrying・  

B 小変の地干し撹絆乾燥8）   

昭和60年の6月に小変の地干し撹坪乾燥における乾燥  

作発条件と乾燥速度や品質などとの関係を調べるための  

実験をもみの場合に準じて実施した。   

〔喪 歎〕   

乾燥作業嶺件として唯精悍さは1，2．5，5clmの3段  

A封矧閤＝打線押＋B半日l園灘絆C＝冒＝掛猥挿   

図4仰16 天候不脚寄の地干し乾燥条件と乾燥所要目数  

の関係  

Fig・4皿16 Relationshipbetweenもhedryingcon－  
ditions and the number or days re－  
quired for dryまng grain on the rloor  
inabadweather（wheat，1985）   
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大賀も不j凰送風区  

L  き ‡ i r ＼庵㌫cm 、こ苛5こ√   

78  

図4－14 小変の地干し乾燥時における含水率減少曲線  

Fig．4仙14 Curveshowing抽ereducもionofthemoisturecontentorwheaもPiledon  
もhe floor and dried   

【尭歎結果の考察〕  

1．埴緻厚さと乾燥速度の関係   

図4－17は本実験における堆積厚さH（cm）とユ日当  

り除去含水率Rw（％／日）の関係をあらわしており，  

上側の曲線は噂天時の，下側の曲線は天候不順時で，い  

ずれも半日1匝‡捜絆をした場合の実験値を示している。  

晴天時における両者の関係を数式で示すと  

Rw＝22．35‡i仙0・紀  

となり，もみの場合と同様，堆概厚さが増すと乾燥速度  

は双曲線約に減少するが，その度合は好天日はど開螢で  

あることをこの曲線は示している。  

2．堆積厚さと乾燥所要日数の関係   

図4一用は堆積厚さと乾燥所要日数の関係をあらわし  

ているが，これを見ると天候の良否にかかわらず，やは  

り堆積厚さが厚いとさに所要日数は多くなっている。し  

かし，厚さを5倍にしても所要日数は丁度5倍にはなら  

ずそれよりも若干下まわっているのはもみの場合とよく  

似ている。  

3．堆積厚さと乾燥仕上り厳の関係   

図4－19は堆積厚さとハウス単位面機の乾燥仕上り麹  
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図40017 堆機膠さと1日当たりの含水率減少麹の関係  

（昭和60年度小変）  

Fig∴ 4仙17】えelationship between theもhickness  
Of piled g・rain and the amount of re－  

duction of moisture content or grain  
perday（wheaも，1985）   
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（kg／ポ・ddy）の関係を示している。これをみると稚機  

膵さの輝いほうがうすい場合に比べて若干乾燥仕上り慮  

は多くなっている。これは前項の関係から竺i三じる当然の  

帰結であり，もみの乾燥でもみられたことである。  

（用  

頻度の雛轡は品質に対してあらわれる。今回は初期会水  

率の商い小変を使用したので，機絆頻度】‡ヨ1回では下  

層部で赤かぴの発蔑が機く少虚みられたが，それ以外の  

頻度の所では少しもみられなかった。  

5．送風の乾燥速度への影響   

今回の実験では送風の乾燥速度への影響ばもみの実験  

でみられたほどはっきりした効果ばあらわれなかったが、  

天候不服咽で乾燥日数が多いと秦逆風区と細風区の間で  

明らかな発がみられた。しかし，晒天時や堆槽輝さのう  

すいと轟はその影響はあまりみられなかった¢  

C．予備実験のまとめ   

敷物の地干し扱搾乾燥において，穀物の品質を低下さ  

せず索引ヨ間にできるだけ多感の敷物を乾燥するためには  

どういう作業条件とすべきかを知るための爽験をもみと  

小筆について実施した。得られた結果を要約すると次の  

ようになる。  

1）地干しにおける乾燥所要目数は堆櫓厚さの増加につ  

れて多くなるが，その増加割合は本案験の範‡封（厚さ12  

cmまで）では厚さが増すにつれて漸減する傾向がみられ  

た。したがって，フロア単位面積当りの乾燥仕上り厳  

（kg／ポ・ぎヨ）もうすく干した場合に比べ輝く干したと轟  

のほうが多く乾燥できる結果となりた。  

2）ハウスのフロアの－－一部を使って乾燥したときと，ほ  

ぼ全面を依って乾燥したときの乾燥速度には余り大きな  

差ほない。したがってハウス1桃当りの乾燥仕上り幾を  

増大させるには常に全面を有効に利用することが蔓費で  

ある。  

3）捜拝頻度を商めても乾燥速度はあまり増加しないが．  

撥枠は均…山一な乾燥と品質低下の防止上必要である。  

4）送風は雄槽厚さが2cm以下のうすいときは効果は少  

ないが，揮い層で天候不順なと法は乾燥を促進させ乾燥  

所要目数を短縮するうえに効果がある。  

5）もみと小変の閲には乾燥特性に大きな差はみられな  

い。ただ小変はもみのように急速乾燥に伴なう胴割れ現  

象はあらわれないので取扱いは容易である。  

【実用規模実験の部】   

もみと小変について地干し換秤乾燥の予備実験を実機  

したところ堆積厚さや攫杵頻度，送風の有無といった作  

業条件と乾燥速度，乾憾仕上り鹿の関係がはぼ把握でき  

たので，次に機終極を使って本格的に実用規模での連続   
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図4山18 堆穐博さと乾燥所黎目数の関榛（昭和60年皮  

小変）  
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耶長吉■ブj．さ  

4  5（Cm）  

閲ぺ山19 j隠概摩さと乾燥仕上がり魔の関係（職制60年  

∵度小変）  

ドig．4州19 Relaもionship beもWeen Lhe thic主用eSS  
OrPiiedgrairlandもhealT10untOrgrain  
dried（wrleaも，1985）   

4．総枠城壁の乾燥速度および品質への影響   

擦坪頻度をかえても乾燥速度はあまり変らないところ  

はもみの場合と同じである。しかし，これの影響を仔舶  

に観察すると堆機博さはうすいときや晴天時にはその影  

響はきわめて少ないが．天候不順時や堆概厚さが大なと  

さ若二重こ速く乾燥する傾向がみられる。この捜件の有無・  
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地干し挽搾乾燥実験を実施することにした。この実験に  

先立って総枠機の作業時性を把握しておくことが必要な  

ので，これを噂入した昭利餌年頗にこれの肇餞擁送特鮭  

を調べてみた。  

A．総枠機の作業特性   

写薬4－4に示す供拭総枠磯の撹粋爪図檻速度闇朝O  

rpmとはぼ両足であるが．走行速度は5clT】／secから  

16cm／secと可変である。それで走行速度を変えたとき  

敷物の移動状態がどのように変化するか各堆積厚さとの  

閑適において調べてみた。  

も
み
移
動
距
離
 
 

10  

（Cm／郎  

○  

5  8   12  16（Cm／SeC）  

撹押機走行速度  

図4仙20 攫搾機走行速度ともみ移動距離の関係  

Fig∴ 4－20 Relaもionship beもwQen the runnir唱  
SPeed o∫sも汗rer and the distance（㍍  
rough rice movement 

写蚤4鵬づ 擦絆機  

Pho柏 ′仁 4 SもirI・er  

実験には半乾燥もみを使い，堆積厚さが6cIれと12cl罰で  

撹絆機の走行速度が5cm／se（ニと16cl恥／secの場合につい  

て－一山－一方方向に擦絆した場合，卿勿の隊動陸離（cⅢ／‡扇】）  

を測逢した。そ・の結果を図示すると図4－20，21のよう  

になる。これをみると梅坪機1‡司の通過によってもみは  

その進行方個とは逆方向に20cm～30c一指移動するが，その  

通過1回当りの移動捏離は堆積厚さが大きいと重大きな  

依を示す。しかし，擬搾機の走行速度が大になると擦絆  

機通過1†司当りの穀物移動距離は減少する。そしてその  

減少割合は堆積将さの大きなと垂に大きな値を示すこと  

が図4－22より沈みとれる。また．巡行方向に対して鮭  

角方向や局部的な凹凸は何回かの擬絆を繰り返している  

うちに次第に平均化されていくことも観察された。   

次に機料幾を往復とも寸刻率させると敷物分布の両端で  

は分布が広がって多少蠣穐厚さがうすくなるが大部分は  

その場で移動を綿適すだけにとどまることが認められたひ  

更に敷物の上層と下層の機揮混合状態についてはト穀物  

層の表層粒子に塗料をスプレー塗布し，その潜色拉が擦  

訂
 
 
 
㍍
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もみ堆概厚さ  

図4－21もみ堆梢厚さともみ移動距離の関孫  

Fig．4…21Relationship between the thickness  
Of piled grain and もhe distance of  
rough rice movement 
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提14叩22 援枠織走行速度，敷物堆積厚さと敷物移動距離の相互間係  

Fjg．4仙22 Muもualrelationamong抽erunningspeedofthestir‡・er，tllet｝1ickness  
OrPiledg■rain and thedistanceoぎgrainmovemenも  

押掛こよる擾挿画数の増加につれて穀物圏内にいかよう  

に分布していくか私調べることによって混合状態を知る  

ことがで蛮る。ここでは表層部に残留する潜色粒の割合  

を測定して混合状態の判定資料としたが図4…23ばその  

1例である。これをみると1回の換揮で蓉色粒は8劉近  

く表層から姿馴肖してほぼ全層に拡散しその後は撹絆を  

繰返しても表層分布は減少し続けるものゝその減少割合  

は小さいことがよみとれる。  

B．生もみの連続地干し授絆算乞燥d〉   

〔実 験〕   

実験用ハウス内の長芋方向両サイドにあるレ岬ルの閣  

（4m）とハウス両端の出入u部分を除く面櫓72nぜにわ  

たり敷物を堆積し，捜附幾を‖奇聞間隔に往復ともに複  

絆作用をさせて乾燥した。今回の乾燥中は原則として送  

風機は用いず，サイドカーテンの開閉も予備実験のとき  

と同じ方式で実施した。   

実験ほ昭和61年秋に行なったが，生もみ入手の都合で  

9月19日より10月13日までの間に4桓I繰返して実施した。  
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〔素顔結果と考察〕  

その間における実質乾燥日数は12日間であった。  図4－24は実験時の天候，もみ含水率，ハウス内外温   
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閣4w24 もみ地学し授絆乾燥時のもみ合水乳ハウス内外空気温度，機劉ヨ射幾の経時変化（陛閲‾j61年）  

Fig．4岬24 Hourlychangesorもhemoisもu王・eCOn痛ntofrouか㌻ま笹theirlSidea主1doLltSideair  
temperatu㌻eSarldもhecumu】ativesolarradまaもぅonduri咽班eかyinggrainpiledon  
もherloorortlledl“yinghouse（1986）  

嚢4冊Hl実験測定値（昭和61年9月。10月，もみ）  

Tab王e 4血1Measuredvaluesobtaine∂fromdrying二eXperirnenもSOぎroughrjce  
con（iucもedinSep．and Oct．1986  

没入面機 堆機博さ 初期含水率終期含水率 実質乾燥  乾減率 水分未発厳  実験番号  投入幾   

月 冒 （Kg）  （cm） （％wb） （％wb） 日数（日）（％／日） （Kg）  

2．1  23．6  15．2  2  4．20  S7．9   

7．0  22．5  14．0  3  2．80  283▲7   

8．0  1臥2  13．1  2  2．55  186．6   

？，0  25．6  14．O  b  2．32  400．7  

＝1＝  

1  

9／19～20日  
2  

9／21～24日  
3  

9／26～29日  
4  

10／8｛w13日   

合  計   
、1ご・ 均   

890．5  72   

2．993，0  72   

3，411．1  72   

2，982．5  72  

12  958．9  川．ご77．1  

2，569．3  72  6．0  3  2．97  239．7  22．5  14．1  

1日当たり10，277．1－㌻12＝ニ856．43≒B56（Kg／lヨ）  

胎の2倍以上となっている。これは地干しでは堆積厚さ  

を大にレ、ウスのフロア全面刹那∃して乾燥することの  

有利きを実証したものと言えよう。  

胴割れについて測定結果は品梗ぶよる発がみられたもの  

の，含水率】4％wbまでの乾燥ではその増加ほ微小であっ  

た。   

皮、撥静日射盛などの経時変化を示している。  

また、衷4－1はそのと轟の生もみ投入厳，堆璃厚さ，  

初期含水率，乾減率などの…－絃嚢である。   

ここで実質乾燥lヨ数と累積敷物乾燥畿の関係を求めて  

図示すると図4－25のようになる。これをみると1日当  

りきF均856！くgずゝ乾燥したことになり．予備実朝で得た  
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ことが惑要であろう。  

2）地学し乾燥方式の他の太陽熱利用乾燥方式に比べて  

の利点としては施設が多‡∃的に利用できるということで  

ある。これは近江八幡苗の戯家組合での実例でも見られ  

るように，年間を通じて休みなく施設を利用すれば，施  

設設置に投入した資本は10年以内に回収できて十分採算  

がとれていることをみても明らかである。  

3）次に検討を要する探題として現在の総枠機が敷物乾  

燥月ヨ没絆機として適切か暫かの問題がある。現有の装置  

は蓄ふん乾燥用擦絆機として開発されたものの流用であ  

るため，各部の寸法強度や原動械容戯なども穀物轍枠用  

としては過大であるように思う。これが検定のためには  

擦絆機の所野トルク各計測し，それに見合う原動機を堵  

親して各部の構造や雪■法を適正にすれば相当の聴激化と  

省エネルギーがはかられるものと期待で蓮る。  

4）改革を要する点としては，擦絆爪によって跳ね飛ば  

きれた穀粒がレール上に飛び散り，それが機体を支える  

轟輸によって格みつぶされるのを防ぐことがあげられる。  

これは飛散防止用カバーの淑付けやレール頂郡の形状を  

変えたり．敵組除去装置の取付けで防ぎ得ることである。   

将来は朗寸盛をセンサーで感知し，日射幾に応じて惚  

絆機の作動時間間隔を選択して駆動させたり，ハウス内  

温湿度によってサイドカ岬テンの開閉が叡適に制御され  

るようになればより効率的な乾燥作寒が嚢施で垂ると考  

えられる。  

Ⅴ  摘  要   

太陽集熱ハウス内で敷物の地干し捜絆乾燥を行うと乳  

敷物の品質を低下させずに短日間にで馨るだけ多選の穀  

物乾燥をするためにはどういう作業条件（堆積厚さ，較  

絆頻度，送風の有無など）とすべきかを究明するための  

実験と乾燥可能虚を調べるための連続乾燥寅験をもみと  

小変について実施した。得られた結果を要約すると次の  

とおりである。  

1）地干しにおいては堆璃厚さが乾燥速度に最も大きく  

影響し，厚くなるほど乾燥所華目数ほ増加するが，その  

増加割合は厚さが増すにつれて漸減する。したがって乾  

燥性上り盛（kg／目）は薄く干したと轟より輝く干した  

と蓉のほうが多いという結果になる。  

2）換絆頻度を高めても乾燥速度はあまり増加しないが，  

拇絆は均扉な乾燥と品質低下の防止上必繋である。  

3）送風は埴楷厚さが2cm以下のときは効果は少ない蝋   
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凰4棚25 実質乾燥員数の累積敷物乾燥仕上がり飽の関  

係（昭和6摘三度もみ）  

Fig．4酬25 RelaもioIIShipbetweenthenetnur王1ber  

Or days required∫or drying and紬e  
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1986）  

ⅠⅤ  論  議   

以上もみと小麦を使って地学し撹絆乾燥実験を実施し，  

各種の作業条件と乾燥速度，品質，乾燥仕上り幾などの  

関係を調べる申で最適の作業条件と所与の条件下で叡大  

の乾燥仕上り慮が縛られる方法についても模索してみた。  

その結凰 泰乾燥方式での乾燥仕上り爵の増加方法や乾  

燥方式の特級 設備の改善を饗する点及び設備の有効利  

用方法などが次第に明らかになって重たのでそれについ  

て若干述べてみることにする。  

1）地干し撹絆妻乾燥を他の太陽熱利用乾燥方式と比絞し  

た場合1棟（108‡ガ）当りの乾燥仕上り盛（短／冒）は  

循環式乾燥機2台使用（焦熱面積25ITf）と大差はないが、  

袋熟ハウス単位面積当りの乾燥仕上り盛を比絞するとか  

なり少ない値となっている。これは循環式が他の穀物乾  

燥機同様通風乾燥方式をとっているのに対して地学し方  

式は日射を遮撲殺物儀表軌こ当てるだけのいわゆる放射  

乾燥方式をとっているためと考えられるが，これを如何  

にして向上していくかば今後の大きな郷蘭である。当面  

は堆積膠さをiOcm内外と厚くし，常にハウスのフロアを  

可能な限り広く利用するとともに年間の有効利月糊問が  

ながくなるような利用計画をたてゝ乾燥作業を実施する  
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厚い層で天候不順なとさば乾燥を促進させ乾燥所翠日数  

を短縮するうえに効果がある。  

4）もみと小変の間には乾燥特性に太さな選ばみられな  

い。ただ，小変はもみのように急速乾燥に伴なう胴割れ  

現象はあらわれないので取扱いは容易である。  

5）ハウス1棟当りの年間乾燥仕上り盛を増加させるに  

は，堆積博さを10cm内外と厚くし，ハウスのフロアば可  

能な関り広く使い，しかも年間有効利用期間を良くする  

ことが惑欝である。  
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でwotypesofgrains，rOughriceandwlleat，Wer¢piledonもhefloor oどasolarcolleetinghouseand  

dried by s抗rringatgivenint¢rVals．Tb¢purpOSe Ofthe dryingexperim¢nもwas to deもermine tho ap－  

propriateかyingcoTldi抗on5日ユ1derwilicbala曙¢quaIltiもy ofgrainean be dri8din ashorttimewith－  

Outanydam乱ge．Tbeexperimentexaminedmanyfacとorsconcerni咽dryi咽，the血icknesso用－epiled  

grain，もhefr¢qu8nCyOfsもkrlllg，抽eeffecも0どanairblasもandsooll．   

でheresuiもsobtaineda‡・eaSfollows：  

1）Thedryingrated叩紺dsonthetbicl（neSSOrthepiledg・rainwhen抽egrainis driedby bei咽p主1ed  

OnPthefloor．TbenもImberofdaysreq11iredfordryinglnCreaSeSaCCOrdingtothothまckTleSS Of抽e piled  

grain，buもitsrateofincJreaSedecreasesgradtlally．Accordingly，the drying capaciもy（kg／匂ay）be－  

eomeslargerfortheもhcklypiledgrainfort‡le七重Iinlypiledgrain．  

2）Eveniどもhegrainiss如redmorerrequently，tlledryingratedoesnotincreasesogr飽tly．How郡er，Sも  

irringlSneeeSSaryforuniぎormdryingandrorprevenもionagainstdamage・  

3）Wbiletheairblasもdo8＄nOthavesomuchofaneffecton抽e（まrying・raもewhenthe抽ickn¢SSOfthe  

piiedgraまnis2clⅥOrユ¢SS，itiはStlle e恥eもofshorteningthe number ofdryingdays byacceierating  

thedryingrat¢forthickgraininba．dw¢ather．  

‘i）Ther¢is no gr¢aもdifferenc¢in drying characも饉istics between rough rice and wh組も．How飢er，  

treatmentorwheatis¢aSi¢rbecausenocracj（SCauSedbyrapiddryingapp由riれWbeaもkerneis．  

5）For抽eincreseofthetotalamounもOfgraまndriedin onesolarcollecぬghouse，itis essentialね  

ma】こetheもhickness ofpiled grainto beaboutlOcm，tO uSethe whol¢rloor areaofthehous¢，andto  

makeもhentlmberofwork（iaysorthehous8longer，   




